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．Reciprocal preference and materialistic preference: an evolutionary approach
．Influence of over- and under confidence on a marriage market
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第章：この章では、reciprocator と materialist の間の進化ゲームを分析している。つまり、この経
















materialist という均衡は不安定（安定）である。また、共通プールに存在するすべてが reciprocator で
あるときは、選ぼれた n 人のすべてが reciprocator であったときの利得と、そのうちの一人が
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しかしいくつか問題点も残されている。第に、第章と同様に理論的帰結と現実に観察される結婚に
関する事実との整合性について説明が不足している。理論的帰結の現実性について、周到な議論があると
より魅力的な論文となったのではないか。第に、煩雑な分析を要することから、かなり限定的な均衡例
のみに絞って分析を行っていた。そのため、他にどのような均衡がおこりうるのかという点についてどう
しても疑問が残らざるを得なかった。その点は現行のモデルではあまりに複雑で限界があるのでより分析
しやすいモデルへの改良が望まれる。第に、均衡の定義について、一部複雑すぎて理解が非常に困難な
ものがあった。より洗練された表記方法が望まれる。第に、第章と同様にモデルの定式化の意図や均
衡の定義、そして理論的帰結の表記などについて、一部説明の丁寧さを欠く部分が散見された。こうした
部分をもう少し丁寧に説明すれば、論文の貢献をよりはっきりと読者に伝えることができるのではない
か。
以上のように、改良点は残っているものの、各章それぞれ意欲的な試みがなされており、十分な独創性
があり、高い学問水準を有しているものと評価する。
審査委員会は、本論文を厳格に査読した上で、本論文の内容を中心に口頭試聞を実施した。その結果、
著者が、学位規程第14条に記載される『専攻分野について研究者として自立して研究活動を行うに必要な
高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有する」ことを確認することができた。
以上により、審査委員会は本論文提出者の丸山亜希子氏が博士（経済学）を授与されるに足る資格を有
するものと認める。
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